
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 611 文化財保護保存

総合計画
めざすまちの姿 7 歴史・伝統・文化を生かした次世代に継承するまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ７－①歴史の保存と継承 担当課 文化課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 06 目 文化振興費

予算事業名 文化振興関係経費 文化財保護保存

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の団体 指定文化財の所有者

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的

市内の文化財保護及び保存を図り、優れた歴史文化遺産を後世に伝承する。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

補助事業に係る年次計画と予算の確保が課題。

 事業費（Ａ）
当初予算額 12,500 千円 3,497 千円 4,172 千円

決算（見込）額 12,658 千円 3,777 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 12,658 千円 3,777 千円 4,172 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 2,623 千円 4,039 千円 6,034 千円

人工（職員数の内訳） 0.35 人 0.55 人 0.82 人

15,281 千円 7,816 千円 10,206 千円

内容 単位

文化財補助金交付件数
件

目標 10 10 11

実績 12 11

達成度 120.0% 110.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

①指定文化財保存修理補助
②無形民俗文化財保存伝承補助

①指定文化財保存修理補助
　市指定文化財熱田一宮神社流鏑馬神事衣装買い替え補助、夏目甕麿書簡集の装備修繕、市指定史跡豊田佐
吉生家萱葺き屋根修繕を行った。

②市指定無形民俗文化財保存伝承費補助
　新居町細工花火保存会、猿田彦煙火保存会、橋本大般若経お経守保存会、遠州新居手筒花火保存会、大倉
戸チャンチャコチャン保存会に保存伝承費補助を行った。

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

予定していた補助事業に加え緊急の保護事業についても
補助を行い、文化財の保護保存に努めることができた。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

・計画的な予算執行計画の策定が必要。
●計画的な予算執行を行うために、文化財保護保存事業に係る補助事業を把握し、毎年度見直し
を行う。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 614 新居関跡保存整備事業

総合計画
めざすまちの姿 7 歴史・伝統・文化を生かした次世代に継承するまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ７－①歴史の保存と継承 担当課 文化課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 06 目 文化振興費

予算事業名 文化財調査費 新居関跡保存整備事業

実施主体 市 実施方法 一部又は全部委託 対象 全市民

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的

国特別史跡の新居関跡の整備を進め、江戸時代後期の新居関所の歴史的空間を再現し、後世に伝える。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 67,740 千円 149,742 千円 2,219 千円

決算（見込）額 64,383 千円 119,621 千円 千円

財源内訳
49,809 千円 85,736 千円 1,342 千円

一般財源 14,574 千円 33,885 千円 877 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 6,591 千円 3,223 千円 4,388 千円

人工（職員数の内訳） 0.87 人 0.44 人 0.60 人

70,974 千円 122,844 千円 6,607 千円

内容 単位

整備委員会開催回数
回

目標 2 2 1

実績 1 1

達成度 50.0% 50.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成30年度

①新居関跡保存整備工事
②新居関跡諸整備実施設計等作成業務

①新居関跡保存整備工事
　関所西側の大御門復元工事、及び国道301号歩道整備を行った。

②新居関跡復元検討資料作成業務。
　建物復元について土蔵、船会所、女改め長屋の復元検討を行った。

①保存整備に当たって、文化庁や県の各部署との調整が課題。

②保存整備に必要な予算確保が課題。

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特別史跡の保存・公開活用のため保存整備工事等を実施
し、江戸時代の新居関所の景観を部分的ながらも復元す
ることができた。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

・文化庁や県、関係機関との協議、調整を行い、計画の推進に努める。
●最重要施策として２９年度を目途に大御門、船会所、女改め長屋等の復元整備を進める。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 613 大知波峠廃寺保存整備事業

総合計画
めざすまちの姿 7 歴史・伝統・文化を生かした次世代に継承するまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ７－①歴史の保存と継承 担当課 文化課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 06 目 文化振興費

予算事業名 文化財調査費 大知波峠廃寺保存整備事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 全市民

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的

国指定史跡大知波峠廃寺跡の保護･保存を進め、貴重な文化遺産を次世代に継承する。

事業の概要

国指定史跡大知波峠廃寺の維持管理

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

大知波峠廃寺跡の整備事業として職員による草刈りを１回、業者による草刈りを１回行った。

課     題

貴重な文化財であることを周知するために、効果的な保存整備策を講じることが課題である。

 事業費（Ａ）
当初予算額 791 千円 428 千円 423 千円

決算（見込）額 389 千円 402 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 389 千円 402 千円 423 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 567 千円 365 千円 1,097 千円

人工（職員数の内訳） 0.07 人 0.05 人 0.14 人

956 千円 767 千円 1,520 千円

内容 単位

草刈り回数
回

目標 3 2 2

実績 2 2

達成度 66.7% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

ハイキングシーズンやおちばの里祭りにあわせ草刈を行
った。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

・文化財としての価値の高さを周知するためにも保存整備を行う必要がある。
●新居関跡保存整備事業が一段落する３０年度以降に本格的な保存整備を目指す。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4


